
＜質問項目＞

①医療費等の社会保障関連予算を増やすことについて ⑦歯科の「金パラ逆ザヤ問題」に関し、現行価格制度の改善、医療機関の負債分の補填、メタルフリー材料の適用拡大等を含めた

②診療報酬の大幅引き上げを行うことについて 7.歯科医療材料の安定供給について

③健康保険証が12月2日より新規発行停止になることについて ⑧地域格差による医師不足の懸念がある、「医師の働き方改革」について

④医療機関の負担を伴う医療DX整備の推進について ⑨オンライン診療の運用の緩和・拡大することについて

⑤長期収載品の選定療養が10月1日より開始になることについて ⑩国による子ども医療費の助成制度を創設し、所得制限なく高校生まで全国一律無償化することについて

⑥医薬品供給不足を伴うジェネリック薬品普及に対する国の対応について ⑪医療や介護、福祉において、今後の抱負や具体的なお考えをお聞かせ下さい

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪

賛成 その他 その他 反対 賛成 反対 賛成 反対 賛成 その他
　物価高騰、賃

金上昇等も踏ま

えた適正な設定

が必要。

　マイナ保険証を

基本とする仕組

みへの円滑な移

行が必要。

　所得制限は必

要。

小林　悟（日本維新の会）

田中　義人（参政党）

千葉　なおこ（日本共産党）

賛成 その他 反対 反対 反対 その他 賛成 その他 反対 賛成
　患者負担増に

ならない前提で、

診療報酬の改善

（引き上げ）は

賛成です。

　国が医療費抑

制のためにジェネ

リックを急速に普

及させる施策は

問題です。

　地域医療崩壊

の可能性がある

状況では、相当

丁寧かつ慎重に

適応すべき。

賛成 その他 賛成 賛成 賛成 賛成 賛成 その他 その他 賛成
　実情に見合った

引き上げを目指

す。

　制度設定の見

直しが必要。

　地域に見合った

オンライン運営に

すべき。

松木　謙公（立憲民主党） 賛成 賛成 反対 反対 その他 賛成 賛成 その他 賛成 賛成

　医療・介護・福祉いづれも国民にとっては最も大

切な分野。従事されている方々がより良い環境で働

ける様、がんばります。

宮内　史織（日本共産党） 賛成 賛成 反対 反対 反対 反対 賛成 賛成 反対 賛成

　医療、介護、福祉を破壊する戦争する国づくりの

大軍拡に、まずきっぱりと反対します。経済成長にも

つながる医療、介護、福祉充実に税金を投入すべ

きです。国民のくらし、命、平和を守ることに全力を

あげます。

山崎　泉（日本維新の会） 賛成 賛成 反対 賛成 賛成 賛成 反対 賛成 賛成

荒井　優（立憲民主党）

伊藤　理智子（日本共産党）

高木　宏壽（自由民主党）

鳥越　良孝（日本維新の会）

その他 反対 反対 反対 その他 賛成 賛成 その他 賛成 その他
　需要はあるが

人が集まらない

介護の報酬は上

げる。

　ジェリック推進の

ための仕組みの

複雑化は反対。

　ジェネリックに対

する認識を変え

る。

　救急医療の地

域格差解消が先

決。

　低所得者だけ

で良い。

向山　淳（自由民主党）

第50回衆議院選挙　立候補予定者アンケート回答

１

区

加藤　貴弘（自由民主党）

　人の減少や少子高齢化に加え、医療や介護に対

するニーズも多様化・高度化しており、持続可能な

社会保障制度の確立、財源確保に向け取り組ん

で行く。

道下　大樹（立憲民主党）

　持続可能で安心できる社会保障制度を確立し、

将来不安を払拭します。国民皆保険制度を堅持

し、医療・介護・福祉を拡充し、誰もが必要な時に

必要なサービスを受けることのできる社会をめざしま

す。

回　答　未　着　（10月12日現在）

回　答　未　着　（10月12日現在）

回　答　未　着　（10月12日現在）

２

区

髙橋　祐介（自由民主党）

　医療全体としての課題を今後も取り組んで行きた

い。

３

区

増田　健治（無所属）

　私は薬剤師ですが、15年前に新薬で病気は治ら

ないと思い知り鍼灸師になりました。基本的に新薬

の効果は寛解であり治癒ではない。そもそも新薬の

エビデンスは症状に対する効果で、原因が治せない

ことから、治癒し健康となるエビデンスはないはずで

す。これに異論のある方は連絡を頂ければありがた

いと思います。

回　答　未　着　（10月12日現在）

回　答　未　着　（10月12日現在）

回　答　未　着　（10月12日現在）

回　答　未　着　（10月12日現在）

回　答　未　着　（10月12日現在）



＜質問項目＞

①医療費等の社会保障関連予算を増やすことについて ⑦歯科の「金パラ逆ザヤ問題」に関し、現行価格制度の改善、医療機関の負債分の補填、メタルフリー材料の適用拡大等を含めた

②診療報酬の大幅引き上げを行うことについて 7.歯科医療材料の安定供給について

③健康保険証が12月2日より新規発行停止になることについて ⑧地域格差による医師不足の懸念がある、「医師の働き方改革」について

④医療機関の負担を伴う医療DX整備の推進について ⑨オンライン診療の運用の緩和・拡大することについて

⑤長期収載品の選定療養が10月1日より開始になることについて ⑩国による子ども医療費の助成制度を創設し、所得制限なく高校生まで全国一律無償化することについて

⑥医薬品供給不足を伴うジェネリック薬品普及に対する国の対応について ⑪医療や介護、福祉において、今後の抱負や具体的なお考えをお聞かせ下さい

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪

賛成 反対 反対 反対 その他 その他 賛成 その他 賛成 賛成
　どちらともいえな

い。

　科学的な有効

性と安全性を確

保しつつ安定的

な供給を実現す

べき。

　一部賛成の点

もありますが、地

域格差による医

師不足は「働き

方改革」のみが

要員ではないと

考えます。

賛成 賛成 反対 反対 反対 反対 賛成 その他 反対 賛成
　長時間労働の

改善は急務。医

師不足解消の養

成数を増やすべ

き。

中村　裕之（自由民主党）

賛成 賛成 その他 その他 その他 その他 賛成 その他 その他 賛成
　医療現場の実

情に沿って、マイ

ナ保険証利用を

求める。

　地域医療現場

の実情に沿った

医療DX化。

　患者不在の総

額を押さえた「特

別の料金」の見

直しを求める。

　ジェネリックの製

造過程の問題か

ら医薬品の供給

不足が生じた

上、一部の先発

医薬品の確保も

困難な状況にあ

ることから、国とし

ては医薬品不足

を解消すべき。加

えて、ジェネリック

薬品の確保と、

特許切れの後の

先発医薬品の値

下げを進める。

　医療従事者の

長時間労働の是

正のほか、医師

の偏在解消に向

けて、現場の状

況を把握した上

で、医師数増員

をはじめ、医学部

の定員と地域枠

の在り方を検討

すべき。

　オンライン診療

導入を進める上

では、疾患や重

症化の見落としリ

スクなど、注視す

べき。

賛成 賛成 反対 反対 反対 反対 賛成 その他 反対 賛成
　医師の長時間

労働の改善は急

務。同時に医師

不足解消のため

の養成数を増や

すべきです。

和田　義明（自由民主党）

　世代や地域、経済状況などによって社会保障を

受けられる環境が違います。すべての人が安心でき

る社会保障制度を目指します。

佐々木　明美（日本共産党）

　自民党政治が進めてきた保健所統廃合、病院の

統廃合が医療の基盤を壊してきました。医療現場

に負担と混乱を起こしているマイナ保険証押し付け

は反対。介護サービスが受けられない自治体が増え

ている現状を無くすべき。

５

区

池田　まき（立憲民主党）

　国や市町村が掲げる制度の狭間で苦しむ人が排

除されたり、取りこぼされないよう、普遍的な社会保

障制度を構築していきたい。

鈴木　龍次（日本共産党）

　物価高騰にふさわしい年金の引き上げ、介護保

険の国庫負担割合を10％引き上げ、介護職員の

賃上げと労働条件の改善など、誰もが安心して暮ら

せる社会保障制度の実現に力を尽くします。

回　答　未　着　（10月12日現在）

回　答　未　着　（10月12日現在）

第50回衆議院選挙　立候補予定者アンケート回答

４

区

大築　紅葉（立憲民主党）



＜質問項目＞

①医療費等の社会保障関連予算を増やすことについて ⑦歯科の「金パラ逆ザヤ問題」に関し、現行価格制度の改善、医療機関の負債分の補填、メタルフリー材料の適用拡大等を含めた

②診療報酬の大幅引き上げを行うことについて 7.歯科医療材料の安定供給について

③健康保険証が12月2日より新規発行停止になることについて ⑧地域格差による医師不足の懸念がある、「医師の働き方改革」について

④医療機関の負担を伴う医療DX整備の推進について ⑨オンライン診療の運用の緩和・拡大することについて

⑤長期収載品の選定療養が10月1日より開始になることについて ⑩国による子ども医療費の助成制度を創設し、所得制限なく高校生まで全国一律無償化することについて

⑥医薬品供給不足を伴うジェネリック薬品普及に対する国の対応について ⑪医療や介護、福祉において、今後の抱負や具体的なお考えをお聞かせ下さい

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪

東　国幹（自由民主党）

賛成 賛成 反対 反対 反対 反対 反対 反対 その他 賛成
　不安解消が必

要であり、慎重な

対応が求められ

る。

賛成 その他 反対 その他 賛成 その他 賛成 賛成 反対 賛成
　まだ課題整理

が必要なため。

　必要経費への

補助金を拠出す

べき。

　課題に対しての

対応策を取って

から進めるべき。

賛成 賛成 反対 賛成 その他 反対 賛成 賛成 その他 賛成
　詳細を把握し

ていないため。

　過疎地域と都

市部で対応をわ

けるべき。

鈴木　貴子（自由民主党）

賛成 その他 反対 その他 反対 反対 賛成 賛成 その他 賛成
　診療報酬や薬

価の適切な引き

上げは必要。

　DXは必要なこ

とだが、過大な負

担は避けるべき。

　オンライン診療

が必要な場面は

あると思うが、無

闇な拡大には反

対。

賛成 賛成 反対 反対 反対 反対 賛成 その他 反対 賛成
　地方の医師不

足解消のため医

学部の定員増

を。

賛成 賛成 反対 反対 反対 反対 賛成 反対 反対 賛成
　年金も介護も

医療も、人間らし

い暮らしを送るた

めのものです。

　医療機関が地

域での役割を発

揮していくために

も必要。

　個人情報にか

かわるトラブルが

更に拡大する危

険があります。

　個人情報の利

用の仕方によって

差別や偏見、不

利益が生じる。

　医薬品が選定

療養の対象の場

合、患者の自己

負担額が増加す

る。

　ジェネリックを選

ばない場合は

「特別の料金」を

徴収される可能

性がある。

　「逆ザヤ」の増

加で歯科医療機

関の経営を揺る

がし兼ねない。

　医師不足を抜

本的に改める議

論なく進められて

いる。

　オンライン診療

は対面診療の補

完にとどめ、医療

の質、安全を担

保。

　子どもの権利を

尊重し、国が責

務を果たすべきで

す。

山岡　辰丸（立憲民主党）

　自公政権による社会保障費削減、国民負担増と

給付削減の政策を終わらせ、医療・介護をはじめ、

年金や保育など社会福祉向上をはかります。地方

の基幹病院をまもり、医療の偏在・過疎対策に取

組みます。

西川　将人（立憲民主党）

　地域医療を守る取り組みと介護人材確保のため

の対策が必要です。

７

区

篠田　奈保子（立憲民主党）

　どこに産まれても、生活していても格差なく医療を

受ける権利を保障する政治を実現します。

回　答　未　着　（10月12日現在）

本間　勝美（日本共産党）

　コロナ禍の教訓を生かし保健所機能強化と公立

病院の支援。在宅生活に欠かすことが出来ない訪

問介護事業所の経営を国と自治体で支える。

９

区

立野　広志（日本共産党）

　共産党は、高齢者の人権と尊厳を守るために緊

急提言を発表しました。物価高騰にふさわしい年

金。介護保険の国庫負担割合を10％引き上げ、

介護報酬増額、介護職員待遇改善、介護事業

継続支援。医療費負担の軽減です。

回　答　未　着　（10月12日現在）

第50回衆議院選挙　立候補予定者アンケート回答

８

区

逢坂　誠二（立憲民主党）

６

区

荻生　和敏（日本共産党）

回　答　未　着　（10月12日現在）



＜質問項目＞

①医療費等の社会保障関連予算を増やすことについて ⑦歯科の「金パラ逆ザヤ問題」に関し、現行価格制度の改善、医療機関の負債分の補填、メタルフリー材料の適用拡大等を含めた

②診療報酬の大幅引き上げを行うことについて 7.歯科医療材料の安定供給について

③健康保険証が12月2日より新規発行停止になることについて ⑧地域格差による医師不足の懸念がある、「医師の働き方改革」について

④医療機関の負担を伴う医療DX整備の推進について ⑨オンライン診療の運用の緩和・拡大することについて

⑤長期収載品の選定療養が10月1日より開始になることについて ⑩国による子ども医療費の助成制度を創設し、所得制限なく高校生まで全国一律無償化することについて

⑥医薬品供給不足を伴うジェネリック薬品普及に対する国の対応について ⑪医療や介護、福祉において、今後の抱負や具体的なお考えをお聞かせ下さい

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪

稲津　久（公明党） 賛成 賛成 賛成 賛成 賛成 賛成 賛成 賛成 賛成 賛成

　安心の医療・福祉体制の構築に向け、在宅医療

やオンライン診療などを推進するとともに、住み慣れ

た地域で治療、リハビリ、投薬などが切れ目なく受け

られるよう医療・介護・福祉施設の広域連携強化

を目指します。

賛成 その他 反対 その他 その他 その他 その他 その他 その他 その他
　医療の技術や

医学管理を評価

する観点から診

療報酬の引き上

げに取り組むべき

と考えます。

　医療DXの推

進は喫緊の課題

ですが、医療機

関、特に規模の

小さい医療機関

の負担に配慮す

べきです。

　医薬品供給へ

の影響、医療に

対する患者の安

心確保等の観点

から精査すべきだ

と思います。

　医薬品の安定

供給のため、中

間年薬価改定を

廃止し、2年に1

度の改定とすべ

きです。

　歯科医療機関

の経営への影響

を精査し、安定

的な経営ができ

るよう検討すべき

です。

　医師の働き方

改革も踏まえて、

医師の偏在是正

や医師不足対策

に取り組むべきだ

と思います。

　コロナ禍の課題

を踏まえ、安全

性や信頼性、有

効性の担保等の

観点から検討す

るべきと思いま

す。

　国のナショナルミ

ニマムとして、統

一的な医療費助

成制度を検討す

べきです。

反対 賛成 反対 反対 反対 反対 賛成 その他 賛成 賛成
　医療施設の規

模や、入院、救

急の受入れの有

無など状況が異

なるので、全国

一律であってはな

らない。

佐藤　耕平（日本共産党）

中川　郁子（自由民主党）

賛成 その他 反対 反対 反対 反対 賛成 反対 賛成 賛成
　地域の医師不

足をはじめ、医

療・介護に係る

人で不足は深刻

な状況にあり、人

材育成や地域へ

の適切な配置な

どの観点からも重

要。さらには地域

の医療・介護・福

祉は重要な地域

経済の一つであ

り、地域活性化

のためにも重要。

　大幅な引き上

げによって保険料

の負担増は生活

者を苦しめる。必

要な報酬の引き

上げは進めなが

ら、必要な財源

については保険

料以外も検討す

べき。

　現在、十分に

機能している仕

組みをわざわざ

無くす必要なな

い。

　デジタル化を強

制的に行っても

失敗する。必要

があれば、必然と

DXは実現するの

で、政治が現場

に負担をさせてま

で進める必要は

ない。

　目的に対する

手法として不適

切な点がある。

武部　新（自由民主党）

回　答　未　着　（10月12日現在）

回　答　未　着　（10月12日現在）

12

区

川原田　英世（立憲民主党）

　まずは地域での深刻な医師不足、人手不足を解

決しなくては、国全体の大きな危機に広がると懸念

しています。

10

区

神谷　裕（立憲民主党）

　国民皆保険の下、誰もが必要な時に必要な医療

が受けられる体制を堅持するため、国民の不安払

拭など一定の条件が整うまでは、現在の健康保険

証を存続します。また、医療・介護・障害福祉等の

サービスを拡充します。

11

区

石川　香織（立憲民主党）

回　答　未　着　（10月12日現在）
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＜質問項目＞

①医療費等の社会保障関連予算を増やすことについて ⑦歯科の「金パラ逆ザヤ問題」に関し、現行価格制度の改善、医療機関の負債分の補填、メタルフリー材料の適用拡大等を含めた

②診療報酬の大幅引き上げを行うことについて 7.歯科医療材料の安定供給について

③健康保険証が12月2日より新規発行停止になることについて ⑧地域格差による医師不足の懸念がある、「医師の働き方改革」について

④医療機関の負担を伴う医療DX整備の推進について ⑨オンライン診療の運用の緩和・拡大することについて

⑤長期収載品の選定療養が10月1日より開始になることについて ⑩国による子ども医療費の助成制度を創設し、所得制限なく高校生まで全国一律無償化することについて

⑥医薬品供給不足を伴うジェネリック薬品普及に対する国の対応について ⑪医療や介護、福祉において、今後の抱負や具体的なお考えをお聞かせ下さい

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪

伊東　良孝（自由民主党）

小西　穣（国民民主党）

佐藤　英道（公明党）

賛成 賛成 反対 反対 反対 賛成 賛成 その他 賛成 賛成

　医師の労働過

重を軽減すること

と、地方の医師

不足解消はどち

らも重要。予算

を増額して対応

すべき。

畠山　和也（日本共産党） 賛成 賛成 反対 反対 反対 反対 賛成 賛成 反対 賛成

　物価高での年金の実質減額、介護削減、高齢

者の医療費増など、自民党政治が国民から人間ら

しい生活を奪っています。命を支える社会保障を拡

充してこそ人権と人間の尊厳が守られ、消費回復と

経済再生へつながります。

渡辺　孝一（自由民主党） 回　答　未　着　（10月12日現在）

回　答　未　着　（10月12日現在）

回　答　未　着　（10月12日現在）

回　答　未　着　（10月12日現在）

比

例

鳴海　一芳（社会民主党）

　医療や介護、福祉は国民のセーフティネット。エッ

センシャルワーカーの労働条件、とりわけ賃金をあげ

ることは何より大切。国の予算は軍事費ではなく、

労働条件の向上に資するように使うべき。
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